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Ⅰ 調査の概要 

 

１ 調査目的 
本調査は、県民の人権に対する意識や、県民が求めている施策の方向性等について把握し、今後の人権教

育・啓発の施策を効果的に推進する上での基礎資料とすることを目的とする。 
 

２ 調査項目 

（１）人権問題について 

（２）主な人権課題に関する意識について 

（３）人権擁護に関する啓発活動等について 

 

３ 調査の概要 

（１）調査地域 ：富山県全域 

（２）調査対象 ：満 18歳以上の男女 

（３）標 本 数 ：2,000人（男女各 1,000人） 

（４）抽出方法 ：住民基本台帳に基づく層化副次無作為抽出法 

（５）調査期間 ：平成 30年 11月 1日～11月 25日 

（６）調査方法 ：郵送調査 

（７）実施機関 ：株式会社ラックス 

 

４ 回収結果 

標本数（Ａ） 回収数（Ｂ） 回収率（Ｂ/Ａ） 

2,000 1,056 52.8％ 

 

５ 調査報告書の見方 
（１）調査結果は百分率で表示した。百分率は小数第２位を四捨五入し算出した。従って、合計値が 100％

にならない場合がある。 

（２）図表中に［Ｎ］と記してあるのは、分類別各層の対象者総数である。 

（３）１つの質問に対して２つ以上の回答を求めている設問は【M.A.】（Multiple Answer）と表示し、百分

率は、回答数を総回答者数で割った数値である。このとき M.T.（Multiple Total）は回答数の合計を回

答者数（Ｎ）で割った比率であり、通常その値は 100％を超える。 

（４）本報告書の分析の中で参考として用いた資料及びその概要は以下のとおりである。 

 

□ 平成 25年度 人権に関する県民意識調査（以下、H25調査という） 
調 査 地 域 ：富山県全域 

調 査 対 象 ：富山県に居住する満 20歳以上の男女 

標  本  数 ：2,000 

抽 出 方 法 ：住民基本台帳に基づく層化副次無作為抽出法 

調 査 期 間 ：平成 25年 12月 14日～12月 27日 

調 査 方 法 ：郵送調査法 

□ 平成 29年度 人権擁護に関する世論調査（以下、H29内閣府調査という） 
調 査 地 域 ：日本全国 

調 査 対 象 ：全国 18歳以上の日本国籍を有する者 

標  本  数 ：3,000 

抽 出 方 法 ：層化２段無作為抽出法 

調 査 期 間 ：平成 29年 10月 5日～10月 15日 

調 査 方 法 ：調査員による個別面接聴取法 
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Ⅱ 調査結果 

２ 人権問題について 

（１）基本的人権についての周知度 

【問１】あなたは、基本的人権は侵すことのできない永久の権利として、憲法で保障されていること

を知っていますか。  

 

基本的人権についての周知度については、「知っている」が84.0％、「知らない」が14.8％となっている。  

H25調査と比較すると、「知っている」が 2.0 ポイント増加している。  

 

 

 

 

 

 

（２）基本的人権が尊重された社会の実感 

【問２】あなたは、今の日本は、基本的人権が尊重されている社会だと思いますか。 

 

今の日本は、基本的人権が尊重されている社会だと思うかについては、「そう思う」が30.8％、「そう思わ

ない」が17.3％、「いちがいにはいえない」が50.3％となっている。 

H25調査と比較すると、「そう思う」が 2.7ポイント減少し、「いちがいにはいえない」が 2.7ポイント増加

している。  

 

 

84.0

82.0

81.4

14.8

16.0

18.6

1.2

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査 N=1,056

H25調査 N=1,051

H29内閣府調査 N=1,758

知っている 知らない 無回答

30.8

33.5

17.3

16.9

50.3

47.6

1.6

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査 N=1,056

H25調査 N=1,051

そう思う そう思わない いちがいにはいえない 無回答
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（３）人権侵害の推移 

【問３】新聞、テレビなどで「人権問題」とか「人権が侵害された」というニュースが報道され 

ることがありますが、あなたは、この５～６年の間に、日本で、人権が侵害されるようなことは、

多くなってきたと思いますか。 

 

この5～6年の間に、日本で人権が侵害されるようなことが多くなってきたかについては、「多くなってき

た」が36.6％、「あまり変わらない」が40.5％、「少なくなってきた」が4.2％、「いちがいにはいえない」

が17.0％となっている。 

H25調査と比較すると、大きな差異はみられない。 

 

 

 

 

（４）人権についてのあなたの考え 

【問４】「人権」についてあなたの考えに近いものはどれですか。 

 

人権についての考えについては、「重要である」とする割合（「非常に重要である」（48.4％）＋「どちら

かといえば重要である」（41.1％））が89.5％と大半を占めており、「どちらかといえば重要でない」が

1.6％、「重要でない」が0.2％、「いちがいにはいえない」が7.2％となっている。 

H25調査と比較すると、大きな差異はみられない。 

  

 

 

  

36.6

35.1

29.4

40.5

41.1

50.8

4.2

5.4

14.3

17.0

16.2

5.6

1.6

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査 N=1,056

H25調査 N=1,051

H29内閣府調査 N=1,758

多くなってきた あまり変わらない 少なくなってきた いちがいにはいえない 無回答

48.4

47.5

41.1

43.3

1.6

1.9

0.2

0.6

7.2

5.0

1.5

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査 N=1,056

H25調査 N=1,051

非常に重要である どちらかといえば重要である

どちらかといえば重要でない 重要でない

いちがいにはいえない 無回答
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（５）人権侵害の経験 

【問５】あなたは、今までに、ご自分の人権が侵害されたと思ったことがありますか。それともそう

いうことはありませんか。 

 

人権侵害の経験については、「ある」が31.6％、「ない」が67.2％となっている。 

H25調査と比較すると、「ある」が 5.0ポイント増加している。 

H29内閣府調査と比較すると、「ある」は15.7ポイント高くなっている。 

 

 

 

  

31.6

26.6

15.9

67.2

71.2

84.1

1.1

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査 N=1,056

H25調査 N=1,051

H29内閣府調査 N=1,758

ある ない 無回答
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 ア 人権侵害の内容 

（問５で「１. ある」と答えた方にお聞きします。） 

【問５-１】それは、どのような場合ですか。差し支えなければお聞かせください。この中で該当する 

ものを選んでください。 

 

自分の人権が侵害された内容については、「あらぬ噂、他人からの悪口、陰口」が49.7％と最も高く、次い

で「職場での不当な待遇やパワー・ハラスメント」が42.8％、「学校でのいじめ」が21.3％となっている。 

H25調査と比較すると、「職場での不当な待遇やパワー・ハラスメント」、「学校でのいじめ」、「差別待

遇（人種・信条・性別・社会的身分等により、就職や結婚等の社会生活の上で不平等又は不利益な取扱いをさ

れた）」などは高くなっており、一方で「あらぬ噂、他人からの悪口、陰口」、「名誉・信用のき損、侮

辱」、「プライバシーの侵害」などは低くなっている。 

 

 

 

 

49.7

42.8

21.3

20.4

18.6

15.3

13.5

12.0

9.9

9.9

8.7

8.1

3.9

2.7

0.9

3.0

54.3

37.1

16.1

22.1

14.3

17.9

11.8

15.7

9.3

11.5

6.1

9.3

2.1

3.2

0.0

7.1

0% 20% 40% 60%

あらぬ噂、他人からの悪口、陰口

職場での不当な待遇やパワー・

ハラスメント

学校でのいじめ

名誉・信用のき損、侮辱

差別待遇（人種・信条・性別・社会的身分等により、就職や結婚等の社

会生活の上で不平等又は不利益な取扱いをされた）

プライバシーの侵害

暴力、脅迫、強要（社会的地位、慣習、脅迫等により、本来義務のない

ことをやらされたり、権利の行使を妨害された）

警察官等の公務員からの不当な取扱い

悪臭、騒音等の公害

地域社会での嫌がらせ

セクシュアル・ハラスメント

（性的嫌がらせ）

ドメスティック・バイオレンス

（配偶者やパートナーからの暴力）

社会福祉施設での施設職員からの

不当な取扱い

ストーカー行為

児童虐待

その他

今回調査 N=334

H25調査 N=280
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 イ 人権侵害された時に行った対処方法 

【問５-２】そのとき、どうされましたか。この中で該当するものを選んでください。 

 

自分が人権侵害された時に行った対処方法については、「何もしなかった」が39.2％と最も高く、次いで

「家族、親戚に相談した」が33.2％、「友達、同僚、上司に相談した」が32.0％となっている。 

H25調査と比較すると、「何もしなかった」が 7.8ポイント、「家族、親戚に相談した」が 3.2ポイント増加

しており、一方で「相手に抗議するなど自分で処理（解決）した」が 3.4ポイント、「公共機関（県、市町

村、法務局や人権擁護委員）に相談した」が 1.6ポイント、「警察に相談した」が 1.5ポイント減少してい

る。 

 

 

 

 

 

39.2

33.2

32.0

15.9

6.0

5.1

4.8

4.8

4.5

31.4

30.0

31.4

19.3

7.5

5.4

6.4

8.6

3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

何もしなかった

家族、親戚に相談した

友達、同僚、上司に相談した

相手に抗議するなど自分で処理（解決）した

警察に相談した

弁護士、法テラス等に相談した

公共機関（県、市町村、法務局や人権擁護委員）に相

談した

その他

覚えていない

今回調査 N=334

H25調査 N=280
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 ウ 人権侵害された場合の対処方法 

（問５で「２. ない」と答えた方にお聞きします。） 

【問５-３】もし、あなたが、ご自分の人権を侵害されたと思われた場合、まずどのように対応されま 

すか。この中から該当するものを選んでください。 

 

もし、自分が人権侵害されたと想定した場合の対処方法については、「家族、親戚に相談する」が43.4％と

最も高く、次いで「友達、同僚、上司に相談する」が13.8％、「公共機関（県、市町村、法務局や人権擁護委

員）に相談する」が13.1％となっている。 

H25調査と比較すると、「友達、同僚、上司に相談する」が 2.8ポイント増加し、一方で「公共機関（県、

市町村、法務局や人権擁護委員）に相談する」が 2.7ポイント減少している。 

 

 

 

  

43.4

13.8

13.1

6.1

5.6

5.1

2.3

1.8

7.0

41.3

11.0

15.8

5.6

7.2

5.5

2.7

0.9

8.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家族、親戚に相談する

友達、同僚、上司に相談する

公共機関（県、市町村、法務局や人権擁護委員）に

相談する

弁護士、法テラス等に相談する

相手に抗議するなど自分で処理（解決）する

警察に相談する

何もしない

その他

わからない

今回調査 N=710

H25調査 N=748



 

8 

 

（６）人権侵害の自覚 

【問６】あなたは、今までに他人に対し、人権侵害をしたことがありますか。問５－１を参考にお答

えください。 

 

今までに他人に対して人権侵害をしたことがあるかについては、「あると思う」が6.6％、「自分では気づ

かなかったが、あるかもしれない」が48.1％、「ないと思う」が43.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.6

5.6

48.1

42.7

43.9

48.5

1.3

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査 N=1,056

H25調査 N=1,051

あると思う

自分では気づかなかったが、あるかもしれない

ないと思う

無回答
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（７）人権尊重と権利の主張による他人への迷惑について 

【問７】「人権尊重が叫ばれる一方で、権利のみを主張して、他人の迷惑を考えない人が増えてき

た」 という意見について、あなたは、どう思いますか。 

 

「人権尊重が叫ばれる一方で、権利のみを主張して、他人の迷惑を考えない人が増えてきた」 という意見

については、「そう思うとした割合」（「非常にそう思う」（24.3％）＋「かなりそう思う」（52.4％））が

76.7％を占め、「そうは思わないとした割合」（「あまりそうは思わない」（11.7％）＋「全くそうは思わな

い」（0.9％））が12.6％、「わからない」が9.3％となっている。 

 

 

 

 

  

24.3

37.6

20.3

52.4

46.9

51.8

11.7

6.3

23.6

0.9

0.9

1.5

9.3

5.3

2.8

1.4

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査 N=1,056

H25調査 N=1,051

H29内閣府調査 N=1,758

非常にそう思う かなりそう思う あまりそうは思わない

全くそうは思わない わからない 無回答
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３ 主な人権課題に関する意識について 

（１）人権課題に対する関心 

【問８】日本の社会における人権問題について、あなたの関心があるものはどれですか。この中から

選んでください。 

 

人権課題に対する関心については、「子どもに関する問題」が50.3％と最も高く、次いで「障害のある人に

関する問題」が49.5％、「インターネットによる人権侵害」が48.6％となっている。 

H25調査と比較すると、「女性に関する問題」、「外国人に関する問題」、「性的指向（同性愛、両性愛）に関

する問題」などが増加している。 

 

 

 

 

50.3

49.5

48.6

46.9

46.0

18.7

17.5

17.2

13.4

12.5

10.9

9.6

8.1

6.2

4.5

4.2

3.6

2.9

1.7

5.1

52.2

51.4

48.1

51.6

44.1

27.5

24.5

23.3

11.3

16.3

6.6

8.1

15.1

9.9

13.1

10.4

10.1

5.5

1.5

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

子どもに関する問題

障害のある人に関する問題

インターネットによる人権侵害

高齢者に関する問題

女性に関する問題

北朝鮮当局によって拉致された被害者等に関する問題

犯罪被害者等に関する問題

東日本大震災に伴う人権問題

外国人に関する問題

刑を終えて出所した人に関する問題

性的指向（同性愛、両性愛）に関する問題

性自認（生物学的な性と性自認（こころの性）が一致しない者）に関…

人身取引（性的搾取、強制労働等を目的とした人身取引）に関す…

同和問題（部落差別）

ＨＩＶ感染者・エイズ患者等に関する問題

ハンセン病患者・回復者等に関する問題

ホームレスに関する問題

アイヌの人々に関する問題

その他

特にない

今回調査 N=1,056

H25調査 N=1,051
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（２）女性に関する人権問題 

【問９】あなたは、女性に関し、現在、どのような人権問題が起きていると思いますか。この中から

該当するものを選んでください。 

 

女性に関する人権問題については、「職場において差別待遇（女性が管理職になりにくい、マタニティ・ハ

ラスメントなどの妊娠、出産等を理由とする不利益取扱い等）を受けること」が57.5％と最も高く、次いで

「セクシュアル・ハラスメント（性的嫌がらせ）」が41.2％、「性別による固定的な役割分担意識（「男は仕

事、女は家庭」等）に基づく差別的取扱いを受けること」が39.7％となっている。 

H25調査と比較すると、「職場において差別待遇（女性が管理職になりにくい、マタニティ・ハラスメント

などの妊娠、出産等を理由とする不利益取扱い等）を受けること」が、18.6ポイントと大幅に増加し、ま

た、「セクシュアル・ハラスメント（性的嫌がらせ）」、「性別による固定的な役割分担意識（「男は仕事、女は

家庭」等）に基づく差別的取扱いを受けること」も増加している。 

 

  

 

57.5

41.2

39.7

31.4

14.3

10.2

5.9

1.0

7.9

8.6

38.9

32.8

30.1

34.3

14.4

0.0

6.5

2.6

12.7

10.8

0% 20% 40% 60% 80%

職場において差別待遇（女性が管理職になりにくい、

マタニティ・ハラスメントなどの妊娠、出産等を理由とす

る不利益取扱い等）を受けること

セクシュアル・ハラスメント

（性的嫌がらせ）

性別による固定的な役割分担意識（「男は仕事、女は

家庭」等）に基づく差別的取扱いを受けること

ドメスティック・バイオレンス

（配偶者やパートナーからの暴力）

売春・買春

アダルトビデオ等への出演強要

「令夫人」、「婦人」、「未亡人」、「家内」のように女性だ

けに用いられる言葉が使われること

その他

特にない

わからない

今回調査
N=1,056
H25調査
N=1,051



 

12 

 

（３）子どもに関する人権問題 

【問10】あなたは、子どもに関し、現在、どのような人権問題が起きていると思いますか。この中か

ら該当するものを選んでください。 

 

子どもに関する人権問題については、「いじめを受けること」が73.8％と最も高く、次いで「虐待を受ける

こと」が61.5％、「いじめ、体罰や虐待を見て見ぬふりをされること」が60.1％となっている。 

H25調査と比較すると、「いじめを受けること」が 6.6ポイント、「虐待を受けること」が 5.7ポイント、

「学校や就職先の選択等の子どもの意見について、大人がその意見を無視すること」が 4.2ポイント増加して

いる。 

 

 

 

 

 

 

73.8

61.5

60.1

32.0

22.2

21.9

1.9

3.1

4.7

67.2

55.8

56.1

28.8

18.0

25.3

1.9

4.9

5.2

0% 20% 40% 60% 80%

いじめを受けること

虐待を受けること

いじめ、体罰や虐待を見て見ぬふりをされること

体罰を受けること

学校や就職先の選択等の子どもの意見について、大人

がその意見を無視すること

児童買春・児童ポルノ等の対象となること

その他

特にない

わからない

今回調査 N=1,056

H25調査 N=1,051
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（４）高齢者に関する人権問題 

【問11】あなたは、高齢者に関し、現在、どのような人権問題が起きていると思いますか。この中か

ら該当するものを選んでください。 

 

高齢者に関する人権問題については、「悪徳商法、特殊詐欺の被害が多いこと」が58.1％と最も高く、次い

で「病院での看護や養護施設において劣悪な処遇や虐待を受けること」が36.1％、「経済的に自立が困難なこ

と」が35.9％となっている。 

H25調査と比較すると、「病院での看護や養護施設において劣悪な処遇や虐待を受けること」が 7.3ポイン

ト増加しており、一方で「働く能力を発揮する機会が少ないこと」が 7.0ポイント減少している。 

 

 

 

 

 

 

58.1

36.1

35.9

29.8

28.3

20.8

20.1

17.1

12.6

10.6

1.3

4.6

5.3

59.0

28.8

34.1

30.5

35.3

20.2

19.8

14.1

11.7

13.7

1.2

5.4

5.4

0% 20% 40% 60% 80%

悪徳商法、特殊詐欺の被害が多いこと

病院での看護や養護施設において劣悪な処遇や虐待

を受けること

経済的に自立が困難なこと

高齢者が邪魔者扱いされ、つまはじきにされること

働く能力を発揮する機会が少ないこと

家庭内での看護や介護において嫌がらせや虐待を受

けること

高齢者の意見や行動が尊重されないこと

差別的な言動をされること

アパート等への入居を拒否されること

預金などの財産を勝手に処分されること

その他

特にない

わからない

今回調査
N=1,056
H25調査
N=1,051
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（５）障害者に関する人権問題 

【問12】あなたは、障害者に関し、現在、どのような人権問題が起きていると思いますか。この中か

ら該当するものを選んでください。 

 

障害者に関する人権問題については、「就職・職場で不利な扱いを受けること」が51.0％と最も高く、次い

で「職場、学校で嫌がらせやいじめを受けること」が44.0％、「差別的な言動をされること」が42.6％となっ

ている。 

H25調査と比較すると、「職場、学校で嫌がらせやいじめを受けること」が 9.1ポイント、「差別的な言動を

されること」が 7.3ポイント、「家庭や障害者福祉施設において嫌がらせや虐待を受けること」が 5.7ポイン

ト増加している。 

 

 

 

 

 

 

51.0

44.0

42.6

42.2

25.8

24.3

14.4

11.6

11.5

5.4

1.4

4.4

11.3

49.0

34.9

35.3

39.5

20.1

27.2

14.7

7.7

12.4

9.5

1.3

6.7

12.2

0% 20% 40% 60%

就職・職場で不利な扱いを受けること

職場、学校で嫌がらせやいじめを受けること

差別的な言動をされること

じろじろ見られたり、避けられたりすること

家庭や障害者福祉施設において嫌がらせや虐待を受けるこ

と

結婚に際して周囲の反対を受けること

スポーツ・文化活動・地域活動に気軽に参加できないこと

宿泊施設や公共交通機関の利用、店舗等への入店を拒否

されること

アパート等への入居を拒否されること

悪徳商法の被害が多いこと

その他

特にない

わからない

今回調査 N=1,056

H25調査 N=1,051
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（６）同和問題（部落差別）に関する人権問題 

【問13】あなたは、同和問題（部落差別）に関し、現在、どのような人権問題が起きていると思いま

すか。この中から該当するものを選んでください。 

 

同和問題（部落差別）に関する人権問題については、「わからない」が39.9％となっており、「結婚に際し

て周囲の反対を受けること」が27.0％、「差別的な言動をされること」が22.6％となっている。 

H25調査と比較すると、「就職・職場で不利な扱いを受けること」が 3.3ポイント減少している。 

 

 

 

※H25調査時は「えせ同和行為（同和問題を口実に企業や官公庁に不当な要求をする行為）がなされること」の選択肢なし。 

  

27.0

22.6

19.0

17.9

13.9

9.4

4.9

0.9

10.2

39.9

28.2

21.8

18.1

21.2

12.5

0.0

5.6

1.2

10.8

40.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

結婚に際して周囲の反対を受けること

差別的な言動をされること

身元調査をされること

就職・職場で不利な扱いを受けること

インターネットを利用して差別的な情報が掲載されること

えせ同和行為（同和問題を口実に企業や官公庁に不当な

要求をする行為）がなされること

差別的な落書きをされること

その他

特にない

わからない

今回調査 N=1,056

H25調査 N=1,051
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（７）自分の子どもと同和地区（被差別部落）出身者との結婚 

【問14】仮に、あなたにお子さんがいて、そのお子さんの結婚しようとする相手が、同和地区（被差

別部落）の出身の人であるとわかった場合、あなたはどうしますか。 

 

自分の子どもと同和問題（部落差別）出身者との結婚については、「子どもの意志を尊重する」が41.4％と

最も高く、次いで「わからない」が28.2％、「親としては反対するが、子どもの意志が強ければ結婚を認め

る」が24.1％となっている。 

 

 

 

 

 

  

子どもの意志を

尊重する

41.4%

親としては反対するが、子どもの

意志が強ければ結婚を認める

24.1%

家族や親せきの反対が

あれば、結婚を認めない

1.7%

結婚を認めない

3.1%

わからない

28.2%

無回答

1.5%

N=1,056
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（８）部落差別が存在する理由 

【問15】現在もなお、同和問題（部落差別）が存在するのは、なぜだと思いますか。この中から該当

するものを選んでください。 

 

部落差別が存在する理由については、「昔からある偏見や差別意識を、そのまま受け入れてしまう人が多い

から」が50.5％と最も高く、次いで「部落差別の知識がなかったり、無関心だったりする人がいるから」が

32.7％となっており、「わからない」が23.9％となっている。 

 

 

 

  

50.5

32.7

18.8

17.3

10.4

8.0

2.0

2.7

8.4

23.9

0% 20% 40% 60%

昔からある偏見や差別意識を、そのまま受け入れてしまう

人が多いから

部落差別の知識がなかったり、無関心だったりする人がい

るから

これまでの教育や啓発が十分でなかったから

落書きやインターネット上などで差別意識を助長する人が

いるから

えせ同和行為（同和問題を口実に企業や官公庁等に不当

な要求をする行為）などにより「同和は怖い問題である」と

思うから

地域社会や家庭において話題となるから

その他

特にない

部落差別はもはや存在しない

わからない

今回調査
N=1,056
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（９）外国人に関する人権問題 

【問16】あなたは、日本に居住している外国人に関し、現在、どのような人権問題が起きていると思

いますか。この中から該当するものを選んでください。 

 

外国人に関する人権問題については、「風習や習慣等の違いが受け入れられないこと」が33.4％と最も高

く、次いで「就職・職場で不利な扱いを受けること」が30.3％、「差別的な言動をされること」が20.7％とな

っている。 

H25調査と比較すると、「職場、学校等で嫌がらせやいじめを受けること」、「風習や習慣等の違いが受け

入れられないこと」、「就職・職場で不利な扱いを受けること」などが増加しており、一方で「アパート等へ

の入居を拒否されること」、「結婚に際して周囲の反対を受けること」などが減少している。 

 

 

※H25調査時は「ヘイトスピーチを伴うデモ、集会、街宣活動等が行われること」の選択肢なし。 

 

33.4

30.3

20.7

19.5

15.1

13.4

13.3

12.6

3.2

0.9

9.6

23.6

30.0

27.0

18.2

13.1

16.1

0.0

15.8

15.8

3.1

0.7

15.9

21.4

0% 10% 20% 30% 40%

風習や習慣等の違いが受け入れられないこと

就職・職場で不利な扱いを受けること

差別的な言動をされること

職場、学校等で嫌がらせやいじめを受けること

じろじろ見られたり、避けられたりすること

ヘイトスピーチを伴うデモ、集会、街宣活動等が行われるこ

と

結婚に際して周囲の反対を受けること

アパート等への入居を拒否されること

宿泊施設、店舗等への入店や施設利用を拒否されること

その他

特にない

わからない

今回調査 N=1,056

H25調査 N=1,051
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（10）ＨＩＶ感染者等に関する人権問題 

【問17】あなたは、エイズ患者・ＨＩＶ感染者やその家族に関し、現在、どのような人権問題が 

起きていると思いますか。この中からいくつでもあげてください。 

 

ＨＩＶ感染者等に関する人権問題については、「結婚に際して周囲の反対を受けること」が48.7％と最も高

く、次いで「就職・職場で不利な扱いを受けること」が31.2％、「差別的な言動をされること」が28.9％とな

っている。また、「わからない」が34.2％となっている。 

H25調査と比較すると、あまり大きな差異はみられない。 

 

 

 

 

 

48.7

31.2

28.9

11.9

9.5

7.1

6.8

0.5

4.9

34.2

46.1

29.8

27.2

13.9

10.4

8.4

7.7

0.6

7.2

32.3

0% 20% 40% 60%

結婚に際して周囲の反対を受けること

就職・職場で不利な扱いを受けること

差別的な言動をされること

治療や入院を断られること

宿泊施設、店舗等への入店や施設利用を拒否されること

無断でエイズ検査等をされること

アパート等への入居を拒否されること

その他

特にない

わからない

今回調査 N=1,056

H25調査 N=1,051
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（11）ハンセン病患者等に関する人権問題 

【問18】あなたは、ハンセン病患者・回復者やその家族に関し、現在、どのような人権問題が 

起きていると思いますか。この中からいくつでもあげてください。 

 

ハンセン病患者等に関する人権問題については、「わからない」が43.8％となっており、「結婚に際して周

囲の反対を受けること」が28.7％、「就職・職場で不利な扱いを受けること」が25.3％、「ハンセン病療養所

の外で自立した生活を営むのが困難なこと」が24.8％となっている。 

H25調査と比較すると、あまり大きな差異はみられない。 

 

 

 

 

 

 

28.7

25.3

24.8

23.0

22.8

22.2

7.5

7.1

6.3

0.4

5.6

43.8

29.3

23.2

27.9

22.3

17.9

20.5

8.4

8.4

8.5

0.5

6.2

40.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

結婚に際して周囲の反対を受けること

就職・職場で不利な扱いを受けること

ハンセン病療養所の外で自立した生活を営むのが困難なこ

と

じろじろ見られたり、避けられたりすること

職場・学校等で嫌がらせやいじめを受けること

差別的な言動をされること

宿泊施設、店舗等への入店や施設利用を拒否されること

アパート等への入居を拒否されること

治療や入院を断られること

その他

特にない

わからない

今回調査 N=1,056

H25調査 N=1,051
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（12）犯罪被害者等に関する人権問題 

【問19】あなたは、犯罪被害者やその家族に関し、現在、どのような人権問題が起きていると思いま

すか。この中からいくつでもあげてください。 

 

犯罪被害者等に関する人権問題については、「報道によってプライバシーに関することが公表されたり、取

材によって私生活の平穏が保てなくなること」が64.1％と最も高く、次いで「犯罪行為によって精神的なショ

ックを受けること」と「事件のことに関して、周囲にうわさ話をされること」が61.6％となっている。 

H25調査と比較すると、「事件のことに関して、周囲にうわさ話をされること」が5.7ポイント増加してい

る。 

 

 

 

 

 

 

64.1

61.6

61.6

37.5

36.1

34.6

32.3

0.9

2.3

12.2

62.9

58.9

55.9

36.3

37.2

33.6

29.4

0.9

3.6

13.8

0% 20% 40% 60% 80%

報道によってプライバシーに関することが公表されたり、

取材によって私生活の平穏が保てなくなること

犯罪行為によって精神的なショックを受けること

事件のことに関して、周囲にうわさ話をされること

捜査や刑事裁判において精神的負担を受けること

警察に相談しても期待どおりの対応を受けられないこと

犯罪行為によって経済的負担を受けること

刑事裁判手続に必ずしも被害者の声が十分反映される

わけではないこと

その他

特にない

わからない

今回調査
N=1,056
H25調査
N=1,051
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（13）刑を終えて出所した人に関する人権問題 

【問20】あなたは、刑を終えて出所した人に関し、現在、どのような人権問題が起きていると思いま

すか。この中からいくつでもあげてください。 

 

刑を終えて出所した人に関する人権問題については、「就職することが難しく、経済的な自立が見込めない

こと」が58.4％と最も高く、次いで「更生した人たちに対する誤った認識や偏見があること」が50.7％、「就

職・職場で不利な扱いを受けること」が38.3％となっている。 

H25調査と比較すると、「インターネットで悪質な書き込みや嫌がらせをされること」が6.6ポイント増加し

ている。 

 

 

 

 

  

58.4

50.7

38.3

25.9

22.9

18.2

1.5

4.6

18.5

55.9

47.3

36.9

26.7

16.3

18.4

1.3

6.3

19.0

0% 20% 40% 60% 80%

就職することが難しく、経済的な自立が見込めないこと

更生した人たちに対する誤った認識や偏見があること

就職・職場で不利な扱いを受けること

結婚に際して周囲の反対を受けること

インターネットで悪質な書き込みや嫌がらせをされること

アパート等への入居を拒否されること

その他

特にない

わからない

今回調査
N=1,056
H25調査
N=1,051
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（14）インターネットによる人権侵害に関する人権問題 

【問21】あなたは、インターネットによる人権侵害として、現在、どのような問題が起きていると思

いますか。この中から該当するものを選んでください。 

 

インターネットによる人権侵害については、「他人を誹謗中傷する情報が掲載されること」が75.5％と最も

高く、次いで「SNS（LINEやツイッターなど）による交流が犯罪を誘発する場となっていること」が53.9％、

「他人に差別をしようとする気持ちを起こさせたり、それを助長するような情報が掲載されること」が48.7％

となっている。 

H25調査と比較すると、「他人に差別をしようとする気持ちを起こさせたり、それを助長するような情報が

掲載されること」が10.2ポイント、「他人を誹謗中傷する情報が掲載されること」が8.1ポイント増加してい

る。 

 

 

※H25調査は「リベンジポルノが行われていること」の選択肢なし。 

75.5

53.9

48.7

47.1

33.3

26.1

22.5

0.6

1.7

11.7

67.4

50.3

38.5

49.0

0.0

23.4

26.6

0.6

3.4

12.8

0% 20% 40% 60% 80%

他人を誹謗中傷する情報が掲載されること

SNS（LINEやツイッターなど）による交流が犯罪を誘発する

場となっていること

他人に差別をしようとする気持ちを起こさせたり、それを助

長するような情報が掲載されること

プライバシーに関する情報が掲載されること

リベンジポルノ（元交際相手の性的画像などを、相手の同

意を得ることなくインターネット上に公表する行為）が行わ

れていること

捜査の対象となっている未成年者の実名や顔写真が掲載

されること

ネットポルノが存在していること

その他

特にない

わからない

今回調査 N=1,056

H25調査 N=1,051
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（15）性的指向に関する人権問題 

【問22】あなたは、同性愛、両性愛といった性的指向を持つ人に関し、現在、どのような人権問題が

起きていると思いますか。この中から該当するものを選んでください。 

 

性的指向に関する人権問題については、「差別的な言動をされること」が42.5％と最も高く、次いで「職

場、学校等で嫌がらせやいじめを受けること」が30.9％、「じろじろ見られたり、避けられたりすること」が

27.5％となっている。また、「わからない」が33.0％となっている。 
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宿泊施設、店舗等への入店や施設利用を拒否されること

その他

特にない

わからない

今回調査
N=1,056



 

25 

 

（16）性同一性障害者に関する人権問題 

【問23】あなたは、生物学的な性（からだの性）と自認する性（こころの性）が一致しない人に関

し、現在、どのような人権問題が起きていると思いますか。この中から該当するものを選んでくだ

さい。 

 

性同一性障害者に関する人権問題については、「差別的な言動をされること」が42.2％と最も高く、次いで

「職場、学校等で嫌がらせやいじめを受けること」が35.3％、「じろじろ見られたり、避けられたりするこ

と」が24.8％となっている。また、「わからない」が35.3％となっている。 
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特にない

わからない

今回調査
N=1,056
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４ 人権擁護に関する啓発活動等について 

（１）人権課題の解決のための方策 

【問24】あなたは、人権問題の解決に向けて、どのようなことに力を入れていけばよいと思います

か。この中から該当するものを選んでください。 

 

人権課題の解決のための方策については、「人権に関する正しい知識が浸透するよう、社会教育を充実させ

ること」が58.6％と最も高く、次いで「学校において人権に関する教育を充実させること」が58.0％、「人権

意識を高め、人権への理解を深めるため、啓発を充実させること」が39.7％となっている。 

H25調査と比較すると、「人権に関する正しい知識が浸透するよう、社会教育を充実させること」が 24.7ポ

イントと大幅に増加している。 

  

 

※H25調査は「国、地方公共団体及び民間団体等が連携を図ること」の選択肢なし。 
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人権に関する正しい知識が浸透するよう、社会教育を充実

させること

学校において人権に関する教育を充実させること

人権意識を高め、人権への理解を深めるため、啓発を充実

させること

人権を侵害された被害者の救済・支援を充実すること

公務員等の公的機関に勤める職員がしっかりと人権意識を

持つよう、研修等を充実させること

人権課題に対応する専門の相談機関を充実すること

国、地方公共団体及び民間団体等が連携を図ること

人権侵害に関する行為に対して、法令に基づく罰則等を強

化すること

企業関係者の人権意識の高揚を図るため、研修等を推進

すること

人権に関する情報の収集及び提供を充実すること

人権侵犯事件の調査・処理や人権相談に関する人員を充

実すること

現状の社会で十分人権は尊重されており、新たな取り組み

は不要である

その他

わからない

今回調査 N=1,056

H25調査 N=1,051
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（２）効果的な啓発広報活動 

【問25】あなたは、人権啓発を推進するためには、どのような方法による啓発広報活動が効果的であ

ると思いますか。この中から該当するものを選んでください。 

 

人権啓発を推進するための効果的な啓発広報活動については、「テレビ・ラジオを利用した啓発広報」が

61.6％と最も高く、次いで「新聞・雑誌を利用した啓発広報」が34.8％、「インターネットを利用した啓発広

報」が33.0％となっている。 

H25調査と比較すると、「インターネットを利用した啓発広報」が 16.3ポイント増加している。 
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告等）
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ワークショップ（参加者による少人数の討論会や参加体験型

の研修プログラム等）

街頭啓発

その他

特にない

わからない

今回調査 N=1,056

H25調査 N=1,051
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（３）講演会、研修会への参加経験 

【問26】あなたは、今までに国・県・市町村など行政が実施する人権に関する講演会、研修会に参加

したことがありますか。この中から選んでください。 

 

講演会、研修会への参加経験については、「参加したことはない」が85.4％と大半を占めており、「参加し

たことがある割合」（「何回も参加したことがある（３回以上）」（4.1％）＋「参加したことがある（１回

～２回）」（8.4％））は12.5％となっている。 

 

 

 

（４）講演会、研修会に参加したことがない理由 

（問26 で「３. 参加したことはない」と答えた方にお聞きします。） 

【問26-1】講演会、研修会に参加したことがないのはどうしてですか。この中から選んでください。 

 

講演会、研修会に参加したことがない理由については、「開催を知らなかったから」が46.7％と最も高く、

次いで「関心がないから」が24.8％、「興味のあるテーマが少ないから」が9.2％となっている。 
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（５）人権を尊重する心や態度を育むための学校教育 

【問27】あなたは、人権を尊重する心や態度を育むためには、学校等においてどのような教育を大切

にすればよいと思いますか。この中から該当するものを選んでください。 

 

人権を尊重する心や態度を育むための学校教育については、「児童生徒が、「自分の人権」「友だちの人

権」について考える教育を進めること」が60.8％と最も高く、次いで「児童生徒が、自分を肯定的に認め、自

信がもてる教育を進めること」が35.4％、「「差別することは悪である」という意識を児童生徒にもたせる教

育を進めること」が34.0％となっている。 

H25調査と比較すると、「児童生徒が、自分を肯定的に認め、自信がもてる教育を進めること」が 5.1ポイ

ント増加している。 
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進めること

「差別することは悪である」という意識を児童生徒にもた

せる教育を進めること

児童生徒と障害のある人や高齢者等との交流体験を通じ

た教育を進めること

歴史的な経緯や差別の現状等について、児童生徒が理

解できる教育を進めること

人権問題の解決に向けて、啓発資料等の配布を通して、

学校・家庭・地域が連携を深め、一体となって取り組む教

育を進めること

その他

特にない

わからない

今回調査 N=1,056

H25調査 N=1,051
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